
No. 研究種目 所属等 氏　名 研究課題

1 基盤研究（B） 仏教 松田　和信 バーミヤン渓谷出土写本を中心とする新出仏教写本の研究

2 基盤研究（B） 教育 原　　清治 ネットいじめの構造とその対策に関する実証的研究

3 基盤研究（B） 教育 相馬　伸一 教育思想史のメタヒストリー的研究

4 基盤研究（B） 教育 原　　清治
ネットいじめの発生構造に関する日英比較研究―大規模・同時調査
による実態分析―

5 基盤研究（B） 社会 野﨑　敏郎
近代日独の社会学説と高等教育をめぐる知的交流の実相に関する歴
史社会学的研究

6 基盤研究（B） 社福 長瀬　正子
児童養護施設等で育った若者の健康リスクおよび家族形成に関する
研究

7 基盤研究（C） 仏教 大西磨希子 則天武后期の仏教美術に関する研究

8 基盤研究（C） 文 土佐　朋子 勅撰三集を中心とした日本古代漢詩文の文献学的研究

9 基盤研究（C） 文 加藤　邦彦
雑誌「詩学」「現代詩」「ユリイカ」を中心とする昭和30年代詩の
研究

10 基盤研究（C） 歴史 佐古　愛己
中・近世公家の知の継承と財政基盤に関する基礎的研究―内記唐
橋・東坊城家を事例に

11 基盤研究（C） 歴史 斎藤　英喜 神楽の中世的展開とその変容

12 基盤研究（C） 歴史 塚本栄美子
近世ベルリンにみるダイヴァーシティー社会と国家～ユグノー・選
帝侯・地元住民の対話

13 基盤研究（C） 教育 三沢 徳枝
貧困家庭の家族コミュニケーション力を促進する学習支援プログラ
ム実践モデルの構築

14 基盤研究（C） 教育 松村　京子
実行機能育成プログラムが被災地宮城県の子どもの実行機能と学力
へ及ぼす効果

15 基盤研究（C） 教育 田中　耕治 アクティブ・ラーニングを生かしたカリキュラムと評価方法の開発

16 基盤研究（C） 教育 保田　直美
生徒指導領域における教師のゲートキーピング役割と多職種連携に
関する研究

17 基盤研究（C） 教育 山口　孝治
介入参画的アプローチによる若年教師の力量形成に関する実証的研
究

18 基盤研究（C） 教育 高見　仁志
音楽科授業における熟練教師の実践知解明によるメンタリング・プ
ログラムの開発

19 基盤研究（C） 教育 川村　覚昭
日本仏教教育の戦前と戦後の連続性と非連続性―宗教教育の公共性
に向けて―

20 基盤研究（C） 教育 内山　淳子
参与観察による合併自治体における地域連帯意識醸成と社会教育の
役割に関する研究

21 基盤研究（C） 教育 二澤　善紀
学習者の関数理解の様相分析に基づく事象を数理的に捉える力の育
成に関わる研究

22 基盤研究（C） 教育 平田　豊誠
地質学的時間概念と空間概念の認識実態調査及び概念獲得方策の提
案

23 基盤研究（C） 教育 田中　耕治 道徳教育における評価の問題―「社会情動的学習」に着目して―

24 基盤研究（C） 教育 臼井　奈緒 絵譜の再生をとおした幼児音楽教育の発展に向けた実践的研究
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25 基盤研究（C） 教育 高見　仁志
音楽科新人教師育成プログラムの開発：経験年数の異なる教師の実
践知の比較を通して

26 基盤研究（C） 教育 渡邉　照美 若年ケアラーの介護経験が人生に及ぼす影響に関する実証的研究

27 基盤研究（C） 社会 久保  壽彦
原子力発電所事故に伴う損害賠償制度に関わる実証的研究-新たな
重要課題を踏まえて-

28 基盤研究（C） 社会 香西　豊子
日本における予防接種の「副反応」をめぐる議論と法制度の歴史社
会学的研究

29 基盤研究（C） 社会 大束　貢生
サービス・ラーニングを通じた「地域社会と教育困難校の連携」に
関する研究

30 基盤研究（C） 社会 林　　隆紀
環境共生社会を見据えた市民としての資質向上を目指す融合型大学
教育プログラムの開発

31 基盤研究（C） 社会 作田誠一郎 非行少年における対人意識の変容と非行抑止に関する研究

32 基盤研究（C） 社福 渡邉　保博 わが国における異年齢の保育の実践史的研究

33 基盤研究（C） 社福 村岡　潔
高度先端医療の説明義務と裁量に関する倫理・法・社会的視点から
の複合的研究

34 基盤研究（C） 社福 朴　　光駿
東アジアの高齢者ケアとケアギヴァー：異なる福祉発展段階での市
場化政策とその影響

35 基盤研究（C） 社福 武内　　一 社会小児科学の視点からみた子どもの貧困解決

36 基盤研究（C） 社福 緒方　由紀
次社会における精神保健医療福祉システムの構築～市民社会とまち
なかケアの提案～

37 基盤研究（C） 社福 田中　智子
成人期障害者におけるQOLの規定要因―親の高齢期から「親亡き
後」への移行プロセス

38 基盤研究（C） 社福 伊部　恭子
社会的養護における成人期移行に関する生活・自立支援－施設経験
者の生活史から－

39 基盤研究（C） 保健 山本　直美
予防・治療・在宅療養を視野に入れた脳卒中包括的看護実践活動モ
デル構築に関する研究

40 基盤研究（C） 保健 浜崎　優子
前期高齢者の効果的・効率的支援の為の介護予防と特定保健指導と
の連携システムの開発

41 基盤研究（C） 保健 赤松　智子
観光資源を活用したパーキンソン病の人のリハビリテーションへの
応用

42 基盤研究（C） 保健 岡田　朱民 虚血性心疾患予防のための生活習慣指導への漸進的筋弛緩法の導入

43 基盤研究（C） 保健 田尻　后子 女性の尿失禁おける運動療法に関する介入研究

44 基盤研究（C） 保健 植村　小夜子 男性家族介護者の介護負担軽減と虐待防止支援プログラム開発

45 基盤研究（C） 保健 谷田　惣亮 三次元足継手を有する足関節補助装具の開発に関する研究

46 基盤研究（C） 保健 長谷川　由香 特別支援学校で働く看護師がいきいきと働き続けられるための支援

47 基盤研究（C） 保健 田野中恭子
精神疾患の親をもつ思春期の子どもの健やかな育成支援プログラム
の開発

48 基盤研究（C） 保健 白井はる奈
認知症高齢者の活動の質（QOA）を高めるプラクティスガイドの開
発

49 基盤研究（C） 保健 濱吉　美穂
地域包括ケアにおける医療・介護共有アドバンス・ケアプランニン
グガイドラインの開発



50 基盤研究（C） 保健 石井　光昭
パーキンソン病患者におけるすくみ足への情動の関与を可視化する
新しい評価方法の開発

51 基盤研究（C） 保健 阿部　慈美
多職種協働による認知症高齢者へのHAD予防ケアプロトコルの効果
検証

52 基盤研究（C） 福祉セ 佐藤　順子 家計相談支援におけるソーシャルワークの役割

53 基盤研究（C） 非常勤 大森　弘子 保育士の専門性を活性化するキャリア・パスの研究

54 基盤研究（C）
宗教文化

ミュージアム
長谷川奨悟 視覚資料の空間表現に関わる歴史地理学と東洋美術史の学際的研究

55
挑戦的研究
（萌芽）

教育 原　　清治 ネットいじめの国際比較―世界共通質問紙作成の挑戦―

56 若手研究（B) 歴史 網島　　聖
近代日本の植民地における商工業者ネットワークの歴史地理学的研
究

57 若手研究（B) 教育 藤岡　勲
欧米の知見を活用した日本に合った国際結婚家庭に対する心理援助
の展開

58 若手研究（B) 教育 宮村　教平 法秩序形成プロセスに対する判断過程統制の研究

59 若手研究（B) 社会 河内　良彰 観光客の属性と旅行形態が観光周遊行動に与える影響に関する研究

60 若手研究（B) 社会 吉見　憲二 「プラットフォーム」を通じた地域課題へのアプローチ

61 若手研究（B) 社福 嶋田　佳広
居住継続支援の法的基盤の検討－災害救助法制と社会保障の接合を
目指して

62 若手研究（B) 保健 趙　　崇来
高齢心不全患者におけるビデオアシスタントツールを用いたACPの
効果

63 若手研究（B)
総研

特別研究員
清水　俊史 上座部仏教における註釈家の相対・絶対年代と思想系譜

64 若手研究（B)
総研

特別研究員
筒井　大祐 『八幡愚童訓』の生成と展開に関する基礎的研究

65 若手研究（B)
総研

特別研究員
飯田　隆夫

山岳参詣における木太刀奉納習俗と大山御師の身分形成過程の調
査・研究

66
研究活動

スタート支援
総研

特別研究員
中西麻一子 カナガナハッリ大塔を中心とするインド仏教史的研究


